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市内で活動中のクラブ、サー 
を募集しています。 
まで。 

No.264

問１　道路の除雪は○㎝以上の時に行な
います。 

　　　①5　②15　③30 
 

問２　12月 1日からはじまる「ながの電
子申請サービス」で、手続きでき
るのはどれ？ 

　　　①水道開栓申請 
　　　②住民票申請　③戸籍申請 
 
問３　おかや市民のつどい、講演のテー

マは、「男女共同参画前向きに○
○考える」です。 

　　　①明るく　②楽しく　③まるく 
 

ヒント…記事を読むと…。 

◆広報クイズ応募方法 

　はがきに、答えの番号、住所、氏名(ふりがな)、年齢、電話番号、

ひと言を書き、広報クイズ係《〒394-8510　岡谷市役所（住

所不要）》までお送りください。抽選で５名の方にロマネット入

浴券をお送りします。12月13日必着。（ひと言は「みんなの声」

に掲載させていただく場合があります） 

◎前回の答え（11／1）と当選者 

　問１－③固定資産税 
　問２－①岡谷市収穫祭　　問３－①13 
　正解総数29通（応募総数29通）の中から抽選で、Ｈ・
Ｍさん（長地梨久保1）、Ｉ・Ｓさん（今井）、Ｍ・Ｈさ
ん（長地権現町1）、Ａ・Ｈさん（湊5）、Ｙ・Ｍさん（長
地権現町1）にロマネット入浴券をお送りします。 

　1月号から「広報おかや」は月１
回の発行となります。そのため、今
月号のクイズの締切りは、13日必着
になります。いつもより早い締切り
ですが、よろしくお願いします。 
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　 脱・使い捨て生活レポート 

 

 

エコで自分にお得
環境に優しい生活を

　
使
い
捨
て
生
活
に
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
き
た
私
達
。

困
っ
た
事
に
、
実
際
私
達
は
、
新
し
い
モ
ノ
、
便
利
に

見
え
る
モ
ノ
の
誘
惑
に
弱
い
の
で
す
。
近
頃
に
な
っ
て
、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
す
っ
か
り

の
せ
ら
れ
て
来
た
私
達
の
生
活
を
見
直
す
事
が
さ
か
ん

に
言
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
消
費
だ
け
で
な
く
情

報
や
人
の
繋
が
り
ま
で
使
い
捨
て
に
さ
れ
る
時
代
。
し

か
し
憂
う
事
な
か
れ
、
山
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と
、

地
域
で
の
人
の
繋
が
り
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
生
活
に
繋
が
っ

て
い
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
衛
生
自
治
会
、
エ
コ
ラ
イ
フ
岡
谷
の
活
動
を
お
聞
き

し
ま
す
と
、
ゴ
ミ
パ
ト
ロ
ー
ル
、
諏
訪
湖
清
掃
か
ら
は

じ
ま
り
、
子
ど
も
達
へ
環
境
教
育
の
ビ
デ
オ
製
作
、
エ

コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
意
識
に
訴

え
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
あ
る
調
査
で
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
講
習
を
受
け
た

グ
ル
ー
プ
と
受
け
な
い
グ
ル
ー
プ
で
、
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

を
作
っ
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
受
け
な
い
方
で
は
水
使

用
量
６
倍
、
出
た
生
ゴ
ミ
は
５
倍
と
い
う
結
果
が
で
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
が
毎
日
だ
と
大
き
な
差
が
出
ま
す
。 

　
環
境
に
良
い
事
を
学
ぶ
の
は
、
実
は
か
な
り
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
も
お
得
な
情
報
が
得
ら
れ
る
事
が
多
い
の

で
す
ね
。
雨
水
タ
ン
ク
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
な
ど
、

エ
コ
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
身
近
に
ゴ
ミ
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
ず
に
暮
ら
し
て
い
る

と
い
う
方
も
い
て
、
そ
ん
な
生
き
方
は
と
て
も
素
敵
に

み
え
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
参

す
る
方
も
多
く
目
に
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
生
ゴ
ミ

収
集
も
モ
デ
ル
地
区
で
開
始
さ
れ
て
か
ら
１
年
、
良
い

結
果
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
お
な
じ
み
の
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
）
ぜ
ひ
も
う
一
度
、
意
味
合
い
を
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
経
費
も
か
か
り
ま
す
。
ま
ず
は
各
々
が
で
き
る
リ
デ

ュ
ー
ス
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
く
事
が
、
環
境
の
根
本
を
見

直
す
事
へ
の
近
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
手
に
入
れ
る
便
利
さ

と
引
き
換
え
に
何
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
か
、

ど
こ
へ
し
わ
寄
せ
が
い

っ
て
い
る
の
か
、
考
え

な
が
ら
生
活
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

▲生ゴミ回収袋 
私も生ゴミリサイクルにチャレンジ。 
可燃ゴミをけっこう減らせる事がわかりました。 



��

お子さんのスナップ写真、 
クル、また身近な話題 
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即戦力になる　　　 
　　　技術者めざして 

山田 俊彦 さん 

やま　だ　　とし ひこ 

（長地鎮） 

 

　
長
野
県
岡
谷
技
術
専
門
校
に
在

学
し
て
い
る
山
田
俊
彦
さ
ん
。 

岡
谷
技
術
専
門
校
で
は
何
を
？  

岡
谷
技
術
専
門
校
に
は
自
動
車

整
備
科
と
も
の
づ
く
り
技
術
科

が
あ
り
、
も
の
づ
く
り
技
術
科

で
自
動
制
御
や
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
、

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
加
工
な
ど

を
学
ん
で
い
ま
す
。 

岡
谷
技
術
専
門
校
を
選
ん
だ
き

っ
か
け
は
？ 

製
造
業
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
を
学

べ
ば
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
岡
谷
技

術
専
門
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

見
て
、
実
践
的
な
こ
と
を
短
期

間
で
集
中
し
て
学
べ
、
自
分
に

あ
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？  

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま

に
せ
ず
、
自
分
が
納
得
い
く
ま

で
先
生
に
聞
い
た
り
、
勉
強
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
勉
強
し
て

い
く
う
ち
に
自
分
の
力
で
で
き

た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
で
す
ね
。 

休
日
は
何
を
し
て
過
ご
し
ま
す
か
？ 

車
の
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
だ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。 

あ
な
た
の
目
標
は 

学
ん
だ
こ
と
が
活
か
せ
る
会
社
で
、

自
分
の
可
能
性
を
試
し
て
、
責

任
の
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。 

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
め
ざ
す
若
者
へ

一
言 

も
の
づ
く
り
技
術
科
で
は
、
製

造
業
の
基
礎
と
面
白
さ
、
楽
し

み
が
見
つ
か
り
ま
す
。
学
ぶ
こ

と
は
自
信
に
つ
な
が
る
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
岡
谷
技

術
専
門
校
で
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。 
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No.37国際交流員の 
 セーラ・アキレス です 
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ユニークで多彩なニュージーランドの保育 
　最近、仕事や私生活で日本やニュージーランドの女性の社
会的な立場について考えさせられる機会が多くありました。
その一つはやはり子育て支援、特に子どもの就学前
教育のことです。例えば岡谷市の場合は、保育
園と幼稚園の他に児童を預ける施設はほとんど
ありません。多くの保育園は自治体に運営され、
仕事や病気などの理由により、自宅で保育で
きない親に代わって子どもを保育する場所で
ある、児童福祉施設となっています。 
　しかし、多文化社会のニュージーランドでは、
保育園等の福祉施設ではなく、それらは幼児教
育施設として位置付けられています。幼稚園、
プレイセンター、プレイグループ、プレスク
ール等のような保育施設に子どもを通わせる
のが普通ですが、ベビーシッター、ナニー、
ホームデイケアサービス、通信保育などを利
用する家庭型の保育も盛んとなっています。
その地域や民族のニーズによって保育サービスが立ち上げら
れることもあり、民間主導でありながら、行政支援で運営さ

れています。このような施設は子どもの社交性を養い、言語
や文化の違いを学ぶ大切な場とされています。もちろんそれ
ぞれの教育方針や保護者の都合に合わせて選ぶことができ、
子どもが生まれる頃から就学するまでに、ほとんどの就学

前教育機関に触れることは当り前のようです。 
　ニュージーランドでは以前、幼児教育が政府に
あまり重視されていませんでしたが、近年では、
幼児教育の重要性が認識され始めました。女
性の「ワーク・ライフ・バランス」（仕事と
生活の調和）、いわゆる女性（とその家族）の
有給の仕事、家族、その他の役割のバランス
をとるため、選択肢を確実にもつことができ
るように、質の高い幼児教育の利用可能性の向
上、年齢に応じた学齢児童への学外保育サービ
スをはじめとして、政府が様々な政策を取り
組んでいます。 
　制度や法律などはもちろん違いますが、日
本が男女共同参画先進国として知られている
ニュージーランドから女性への支援、子育て

支援を学べることは数多くあると思います。 
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